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1．人類の生活環境

　ヒトは旧石器時代より現在に至るまで，生活する上

で，大地（地形・地質）の上に居住し，そこに生きる

動・植物資源を食料として，さらに岩石資源を道具とし

て利用するシステムが成り立っている（図 1）．

　ジオパークは，特徴ある地形や地質を中心とした “ 大

地の公園 ”と理解されている．地形・地質は日本列島の

誕生以前からの長い「地質的時間」によって形成された

ものであるが，その内，人類が直接かかわった「歴史的

時間」は極めて短い．自然現象の地形・地質の成り立ち

に比べて，人類がまわりの地形・地質と直接かかわりを

もった部分は限られるため，ともすればジオパークの中

で考古学の果たす役割は見えにくい恐れがある．

　しかし，人類と “ジオ ”（地形・地質）との関わり合

いの歴史が正しく理解され，それが国民や訪問者に返さ

れていくと，それぞれのジオパークの意味合いは一段と

輝きを増すものと思われる．

　本稿では，人類と自然環境との関係の中で，先史時代

を中心とした岩石利用という点に絞って筆者が取り組ん

できた事例を報告し，考古学とジオパークの連携の意義

と可能性について論じたい．

2．岩石資源＝石材の開拓

　まず，先史時代における岩石資源と人類との関わりに

ついて概観する．人類は動物質や植物質の素材を骨角器

や木器などに利用する一方で，旧石器時代より岩石・鉱

物の中から有用なものを探し出し石器や石製品に利用し

てきた．このような岩石資源，すなわち石器石材は，打

製石器，磨製石器，装身具，礫石器と用途によって利用

される岩石が異なっている（図 2）．ナイフ形石器，石

石器石材の研究とジオパーク
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図 1　人類を取り巻く自然環境
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鏃などの打製石器は，黒曜石，サヌカイト，無斑晶質安

山岩などの火山岩や珪質頁岩，チャートなどの堆積岩が

特に適した石材となっており，各地で利用されてきた．

黒曜石などの火山岩はガラスを含むこと，珪質頁岩など

の堆積岩は微細な繊維状石英の集合体である玉髄を含む

ことで，硬くて鋭く割れ，貝殻状断口を示すなめらかな

割れ口をもつという性質が打製石器に適している．

　このため，火山岩と同じ火成岩である深成岩や半深成

岩は，岩石中に斑晶が多くなることで，貝殻状断口を示

さなくなり，打製石器には不向きとなる．また，堆積岩

でも砂岩のように粒子が大きいものや珪化作用を受けて

なく，玉髄が充てんしていない泥岩や頁岩は，軟らかい

ので打製石器にはあまり適していない．

　磨製石器の中でも特に磨製石斧の場合，石材は透閃石

岩（ネフライト＝軟玉，従来は蛇紋岩とされることが多

かった），緑色岩，緑色凝灰岩，粗粒玄武岩（輝緑岩），

ホルンフェルス，凝灰岩などが利用される．磨製石斧

は，衝撃に対して丈夫であること，比重が大きくて対象

物へ振りおろす際の加速度がつきやすいことが選択条件

であり，この点で打製石器とは全く異なっている．装身

具石材としては，透閃石岩，滑石，ヒスイ，玉髄などの

緻密質で美しい鉱物や一部岩石が利用されており，磨製

石器と一致するものも多い．研磨加工が主である．

　礫石器の石材は，顕晶質安山岩（粗粒で一般的な安山

岩），砂岩，凝灰岩，花こう岩などの円礫が用いられ，

地域によってその石材は相当異なっており，多くの場合

は，近隣の河川で採集できる礫が使用されている．礫石

器は主にその形状が選択の条件になっていることが多

い．ただし，縄文時代草創期・早期の有溝砥石や磨石に

はアレナイト質砂岩が多く選択されることがある．粘土

分が少なく砂分が主体で砂粒同士が接する砂岩であるの

で，硬い鉱物の砂粒が含まれていれば，研磨効果が大き

いためと理解できる．鉱物種からは，長石が多い長石質

アレナイトである場合もあるが，硬度 7という固い石英

が優占する石英質アレナイトが特に好まれていた．ま

た，長野県野尻湖遺跡群の後期旧石器時代の局部磨製石

斧用の砥石には，比較的やわらかい砂岩が用いられるも

のもある．金属器用の砥石では平坦な刃先を磨くために

比較的固い岩石が用いられるが，刃部の断面が特に厚い

旧石器時代の局部磨製石斧の場合は，それほど固くない

砂岩も砥石として利用されている．このように，礫石器

の石材の中にも，特殊な性格の石材選択をおこなうもの

もある．

　石材には，流通・移動範囲からみて階層性が認めら

れる（図 3）．黒曜石，サヌカイト，珪質頁岩，下呂石

などは，数 100 km の距離を移動していた広域石材であ

る．それに対して，無斑晶質安山岩，チャート，頁岩，

緑色凝灰岩，凝灰岩，ホルンフェルス，緑色岩，緑色片

岩などは，原産地から 100 km 以下の近隣地域にのみ分

布する地域石材である．しかし，同じ仲間でも長野県松

本市奈川産の奈川赤褐色チャートや佐久市八風山，関田

山地の無斑晶質安山岩などは，100 ～ 200 km程の範囲

に移動したと思われ，地域石材と広域石材の中間的な準

広域石材である．

　一方，縄文時代のヒスイ，透閃石岩，滑石，琥珀や黒

曜石の一部などは，300 ～ 500 km以上の遠隔地にも運

中村由克

図 2　石器・石製装身具の石材
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ばれており，これらは広域石材と区別して超広域石材と

言えるものである．超広域石材は装身具石材に多い．こ

れは一般の石材が当時の社会集団の領域内のみか，ある

いは隣接する領域間で広がるという程度の利用実態を超

えて，いくつもの集団領域を超えて広がったということ

になる．このような特殊な存在になる超広域石材は，利

器としての実利が求められた石器だけではなく，何らか

の精神的な意味が付加された道具の石材だったためと思

われる．すなわち，宗教的な意味を含めて，実利以上の

精神的価値があるとされていたためだろう．なお，この

ような石材の階層性は，時代によっても変化するもので

もあり，たとえば旧石器時代の緑色岩は地域石材である

が，縄文時代には関東地方の石棒用石材として広域石材

に変わっているような例も多くみられる．

　石材の流通圏を研究するためには，石材鑑定と原産地

推定法が不可欠である．日本では 1970 年代から黒曜石

やサヌカイトなどの理化学的な産地推定がはじまり，

とくに蛍光X線分析が盛んに実施されるようになった

（明治大学学術フロンティア推進事業事務局編 2009 な

ど）．黒曜石以外には，琥珀では赤外吸収スペクトル

分析（五味・野代 1994）などの分析法が確立されてお

り，産地推定が可能になっている．一方で，それ以外の

大多数の石材は，原岩の分布域の解明や複数の産地間で

の石材同定ができないので，石材の流通圏を明らかにで

きていない．

　このような中でも，各地において石器・装身具石材の

材質研究が地質学的方法によって進められ，従来の常識

を打ち破る研究も始まっている（盾 1992；前川 2007 な

ど）．以下では，筆者が取り組んできた例を中心に，各

地における人類と岩石資源との関わりについて報告する．

3．透閃石岩製磨製石斧の例

　かつて蛇紋岩は磨製石斧の石材としてよく知られてい

た．いつごろから磨製石斧＝蛇紋岩の図式が出来上がっ

たのかは不明であるが，考古学では蛇皮のしま模様のよ

うな外観や白色がかった緻密な石材は，くわしい岩石鑑

定がおこなわれることなく蛇紋岩と判断されることが多

かった．中村（2011）は野尻湖遺跡群で多く出土した後

期旧石器時代の石斧で蛇紋岩として報告されていたもの

は，大半が透閃石岩であること，千葉県で蛇紋岩とされ

ていたものは秩父帯の緑色岩（玄武岩ないし玄武岩質凝

灰岩）であることを明らかにした．また，中村（2013）

では富山県境Ａ遺跡に大量に出土する縄文時代の定角式

磨製石斧の石材を定量的に鑑定し，完形品の中で蛇紋

岩とされた磨製石斧の大型品（52 点）では透閃石岩 33

点・63.5 ％が主であり，蛇紋岩は 12 点で 23.1 ％含まれ

るにすぎないこと，さらに小型品（79 点）では蛇紋岩

が 3点・3.8 ％で，大半の 69 点・87.3 ％は透閃石岩で

あることを明らかにした．これによって，透閃石岩を 8

種，蛇紋岩を 4種に細分して観察することにより，多く

の蛇紋岩，透閃石岩産地の石材を識別することが可能に

石器石材の研究とジオパーク

図 3　石材の階層性；地域石材と広域石材
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なった．　　

　縄文時代では，本州以西に透閃石岩製磨製石斧の製作

地が①新潟県糸魚川～富山県朝日町（飛騨外縁帯の青海

- 蓮華地域）のほかに，②岩手県盛岡市周辺（早池峰構

造帯），③福岡県域（三郡変成岩）の 3地域があり，本

州東部にまで広域に分布するものは①の北陸のものであ

る（中村 2016b）．透閃石岩は北陸産のものが三内丸山

遺跡にまで波及していること（中村　印刷中）など，ほ

かの石器石材と異なり 500 ㎞以上の移動が確認されて

いる．また，既報告資料で 800 点以上と言われる旧石器

時代の石斧のうち，筆者が詳細な石材鑑定をおこなった

281 点中の 217 点は透閃石岩である．北陸原産の透閃石

岩製局部磨製石斧は，西は石川県久保ドウ遺跡から東は

約 360 km離れた秋田県地蔵田遺跡や岩手県大台野遺跡

までの主に日本海沿岸域に分布していて（図 4），太平

洋側には愛知県上品野遺跡に 1点確認されただけである

（中村 2015a，2016a）．

　新潟県糸魚川市では，糸魚川ユネスコ世界ジオパー

クの活動が展開されている．その糸魚川市産のヒスイ

は，縄文時代前期以降に利用されており，世界最古のヒ

スイ利用例とされている ( 茅原 1987；木島 2012；宮島

2014)．ヒスイと同様に姫川，青海川流域に産出する透

閃石岩は，上述のように後期旧石器時代初期の約 3.5 ～

3.0 万年前に日本海沿岸域を中心に利用されており，今

のところネフライトとしては世界最古の利用例と評価さ

れる（Iizuka et al. 2011）．本章で紹介した筆者のこれ

までの研究で，従来考えられていたような蛇紋岩ではな

く，透閃石岩製と鑑定されたことで石材産地をより狭く

絞り込むことができ，移動範囲がより明確となり，超広

域石材であることが判明した．

4．三波川帯産の緑色岩・緑色片岩の利用事例

　群馬県下仁田町では，下仁田ジオパークの活動が展開

されている．下仁田ジオパークは造山帯中の褶曲 - 衝上

断層にともない数 10 km も移動してきた異地性岩体が

浸食を受けて孤立してできた根なし地塊「クリッペ」が

観察できる国内でも珍しい地域である．日本列島の形成

にかかわる長い歴史がコンパクトに見られる場所である

が，それだけでなく先史人の痕跡も見つかっている．後

期旧石器時代の金剛萱遺跡が 2008 年に発見され，2009

年以来，発掘調査が行われている（金剛萱遺跡研究会

2016）．

　2014 年の発掘では，約 3.0 万年前とされる姶良Tn火

山灰（AT）下位の後期旧石器時代前半期の地層より，

局部磨製石斧が出土した．その石材は，三波川帯に含ま

れる御荷鉾緑色岩類であり，関東山地北部に分布するも

のである．緑色岩は玄武岩や玄武岩質凝灰岩が低圧の広

域変成作用を受けてできたものである．金剛萱遺跡のも

のは，顕微鏡観察の結果，玄武岩質の溶岩流が水中で急

冷され，破砕して生じた多量のガラスからなる水冷破砕

火砕岩（ハイアロクラスタイト）であった．この岩石は

比較的緻密質な石材であり，溶岩流の中でもごく一部分

にだけ生じるものであり，関東山地の緑色岩の中でもた

いへん珍しい石材であることが判明した（中村・保科

2016）．ハイアロクラスタイトは，愛知・三重県下でも

弥生時代石斧に多く使用されており（盾 1992），石斧の

図 4　 北陸原産と推定される旧石器時代の透閃石岩製
石斧の分布　中村 2015a を改変

中村由克
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ため特に選ばれた石材であることがうかがわれる．

　三波川帯の緑色岩や緑色片岩は，中央構造線に沿って

関東から中部，近畿，四国，九州東部まで分布するもの

である（図 5）．その分布地では，後期旧石器時代だけ

でなく，その後も石器や石製品の石材として，人類の重

要な岩石資源として広く利用されている．後期旧石器時

代では，群馬県金剛萱遺跡，長野県原村弓振日向遺跡，

諏訪市の茶臼山遺跡，ジャコッパラ No.12 遺跡，飯島町

針ヶ平遺跡，飯田市竹佐中原遺跡で局部磨製石斧や打製

石斧に利用されている（中村 2015b）．縄文時代では，

関東地方を中心に三波川帯の緑色片岩が石棒に多く利用

されている（長田 2012）．弥生時代では，愛媛県松山市

祝谷 6丁場遺跡など各地で磨製石斧や石包丁の石材と

して緑色片岩が多く利用されている（小野 2010；中村

2015b）．さらに，中世の関東地方における板碑は埼玉

県小川町産の三波川帯の曹長石の斑晶（点紋）が含まれ

る緑色片岩（点紋片岩）が主に使われたことが知られて

いる（本間・高橋 2016）．このように三波川帯にそって

産出する地域石材として緑色岩や緑色片岩が石斧などの

石材として多用されていることが明らかとなった．こう

した研究から，人類は周辺の地質環境に影響を受け，こ

うした環境に適応している事例が明らかとなりつつある．

5．資源利用と考古学，ジオパーク

　以上みてきたように，糸魚川ユネスコ世界ジオパーク

の透閃石岩は，旧石器時代には日本海沿岸域に分布した

局部磨製石斧の主要石材であり，縄文時代になると本州

各地に流通した磨製石斧や装身具の石材として重要な存

在であった．また，下仁田ジオパークをはじめとし，関

東から東部九州まで連続する三波川帯には，緑色岩や緑

色片岩が産し，各地で局部磨製石斧や磨製石斧，石棒，

板碑など，さらには庭石として旧石器時代から近現代に

至るまで，幅広く利用されていたことが知られている．

　黒曜石や透閃石岩そしてヒスイ，琥珀のような広域に

流通する石材だけでなく，それぞれの地域で人々の暮ら

しに密接にかかわった地域石材は各地にあり，種類も多

い．そのためそれぞれの地域では，石器石材や建築石材

としての歴史を持っている．このような石材とそこに暮

らした人びととのかかわりを明らかにすることができれ

ば，ヒトと自然環境との積極的なかかわりを多面的に復

元できることになる．白滝の黒曜石や糸魚川のヒスイ・

透閃石岩（ネフライト）だけでなく，各地にある色々な

石材が日本列島に生きた過去の人びとと岩石資源との関

図 5　緑色岩・緑色片岩製石斧を出土する旧石器時代遺跡と三波川変成帯の分布
地質分布は，礒見（1968）をもとに編図

石器石材の研究とジオパーク
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わりを含めた歴史を解明することにつながり，これがジ

オパークにおける考古学の貢献できる重要な分野の 1つ

だと考えられる．
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Study of lithic raw materials for stone tools and geopark 
activities

Yoshikatsu Nakamura 1*

Abstract

Humans have used rocks and minerals as raw materials for stone tools from the Palaeolithic era. The type of rocks 

and minerals used depends on the use of the tool.

Chipped stone tools like knives and spearheads were prepared from raw materials like obsidian and chert, which 

easily ensured sharp fractures. Polished stone axes were created from dense, hard and tough raw materials such as 

nephrite. Pebble tools such as polishing stones were created from rounded pebbles, which are local lithic raw material and 

are easily obtainable from riverbeds near sites. Finally, stone ornaments were prepared from unusual raw material such as 

jade and nephrite, which were transported to distant places.

The study of the relation between lithic raw materials and human beings is an important theme in archaeology along 

with being a field that is conducive to archaeology for geopark activities.

Keywords :  lithic raw materials, nephrite, greenstone, Itoigawa UNESCO Global Geopark, Shimonita Geopark
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